
 

 

 

 

 

（事業の目的）

　身体的及び精神的負担の軽減を図ることを目的とします。

（事業の運営方針）

　できるよう在宅ケアの支援に努めます。

　２　施設では、明るく家庭的な雰囲気及び地域や家庭との結びつきを重視した運営を行います。

　努めます。

　４　施設では、自らその提供する施設サービスの質の評価を行い、常にその改善に努めます。

（主な職種の勤務体制）

第３条　施設従業員の職種、員数及び職務内容は次のとおりです。

　管理者 　施設運営全般の管理

常 　医師 　利用者の診察及び適切な指導、必要な医療の措置

　理学療法士

　作業療法士

　言語聴覚士

　看護職員 　利用者の健康管理及び療養上のお世話

　介護職員

 　(介護福祉士）

　支援相談員 　施設利用に関わる相談の受付と生活支援

　介護支援専門員 　利用者の施設サービス計画の作成

勤 　献立、利用者の栄養管理及び栄養ケア・マネジメント等の実施

　事務職員 　施設運営に関わる管理業務全般

　常勤職員計

　医師 　利用者の診察及び指導

　薬剤師 　薬剤管理

　理学療法士

　看護職員 　利用者の健康管理及び療養上のお世話

　介護職員 　利用者の日常生活上のお世話

　非常勤職員計

　　　夜勤17：00～9：00）、他の常勤職員の勤務時間は8：30～17：30となっています。

（利用申込み及び利用決定）

　提出いただき、医師の診察等により心身の状況、病歴等を把握し、入所等検討会議で決定します。

　紹介する等の措置を講じます。なお、施設の入所定員は100名（短期入所含む）です。

（要介護認定更新申請の援助）

　なされるよう、利用者に対し必要な援助を行います。

要 介 護者 等の 病状 等か ら施 設で のサ ービ ス提 供が 困難 と 認 めた 場合 は 、 適切 と 考 えら れる 病院 等を

第４条 施設では 、利用者から利用申込みがあった場合は 、この説明書に同意を得た うえで入所申込書等を

３ 短期入所療養介護サービスの提供にあた って は 、懇切丁寧を旨と し 、利用者又は その 家族 に対 し て

療養上必要な 事項について 、理解し やすいように説明を行うと と も に利 用者 の同 意を得て 実施 する よう

職　　　種 員　数 職　　務　　内　　容

　心身機能の維持、回復を図るためのリハ実施計画書の作成及び実施

　管理栄養士

非
常
勤

第５条 施設では 要介護認定の更新申請が、遅くと も現在の要介護認定の有効期間が終了する1 か月前に

　心身機能の維持、回復を図るためのリハ実施計画書の作成及び実施

※ 看護・ 介護職員は ２交代制勤務（ 早番6 ： 30 ～15 ： 30 、日勤8 ： 30 ～17 ： 30 、遅番11 ： 00 ～20 ： 00、

老人保健施設はくれい　短期入所重要事項説明書

第２条 施設では 、短期入所療 養介 護計 画に 基づ いて 、看 護、 医学 的管 理の 下に おけ る介 護、 リハ ビリ

テ ーシ ョンその他必要な 医療及び日常生活上の世話を行い 、利 用者 の身 体機 能の 維持 向上 を目 指す

とともに、利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図り 、利用者が1 日でも長く居宅での生活を維持

第１条 老人保健施設はくれい（以下「施設」という。）は、要介護状態と認定された利用者（以下単に「 利用者」

という。）に対し、介護保険法令の趣旨に従って、看護、医学的管理の下におけ る介護及びリハビリテ ーシ ョン

その他必要な 医療並びに日常生活上の世話を行い、利用者の療養生活の質の向上及び利用者の家族の

　利用者の日常生活上のお世話とレクリエーション指導



 

 

 

 

 

 

（居宅介護支援事業者との連携）

　ビスの利用状況等の把握に努めます。

（利用者に関する市町村への通知等）

　します。

　　　　と認られるとき。

　（２）　　偽り、その他不正の行為によって保険給付を受け、あるいは受けようとしたとき。

（短期入所療養介護計画の作成等）

　を作成します。

　（１）　短期入所療養介護の目標

　（２）　（１）の目標を達成するための具体的なサービスの内容

　（３）　その他必要な事項

　の内容に沿って作成します。

　利用者またはその家族に対して説明し、利用者の同意を得ます。

（管理者の責務）

　に運営基準を遵守させるために必要な指揮命令を行うものとします。

　また従業員の資質の向上のために、その研修の機会を確保するよう努めます。

（身体拘束の制限）

第１０条　施設では、原則として利用者に対し、身体拘束を行いません。但し、生命または身体を保護するために、

　理由を記録しておきます。

（短期入所療養介護サービスの概要）

第１１条　施設では、短期入所療養介護について次のような内容でサービス提供を行っています。

　（１）　介護保険保険給付サービス

　離床して食堂で召し上がっていただきます。

　　※食事の提供時間は次のとおりです。

　　朝食7：30～8：00、昼食12：00～12：30、夕食18：00～18：30を標準とします。

　交換を行います。

　　入浴は1週間に2回、午後に行います。

　います。また身体状況により入浴が困難な場合には、清拭にて対応いたします。

　毎朝夕に着替えを行うとともに、適切な整容が行われるように援助を行います。

２ 短期入所療養介護計画の作成にあたっては、すでに居宅サービス計画が作成されて いる場合は、当該計画

第７条 施設では 、利用者が次のいずれかに該当する場合は、遅滞なく意見を付して その旨を市町村に通知

（ １） 正当 な 理 由が な く 施設 サー ビス 利用 に関 する 指示 に従 わな いこ と に より 要介 護度 を増 進さ せた

第８条 施設の介護支援専門員は、相当期間以上にわたり継続して入所することが予定される利用者について

４ 計画担当介護支援専門員は、短期入所療養介護計画を作成した際には、当該計画を利用者に交付します。

は 、利用者の心身の状況、病状、希望及びその置かれている環境並びに医師の診療方針に基づき、利用

期間中のサービスの継続性に配慮し て他の従事者と協議の上、次の各事項を記載した 短期入所療養計画

３ 計 画 担 当 介 護 支 援 専 門 員 は 、 短 期 入 所 療 養 介 護 計 画 を作 成 す る に あた って 、 その 内容 につ いて

第６条 短期入所療養介護の提供にあたっては 、利用者の居宅介護支援事業者が開催するサービス担当者

会議等を通じ て 、利用者の心身状況、その置かれて いる環境、その他保健医療サー ビス 又は 福祉 サー

第９条 管理者は、施設の従業員の管理、業務の実施状況の把握その他の管理を一元的に行い、また従業員

２ 施設では、利用者に対し 適切な短期入所療養介護サービスを提供できるよう、従業員の勤務体制を定め、

必要な 援助を行います。また おむつを使用して いる利用者については 、適切に

緊急時やむを得な い場合は 、検討会議の結果、身体拘束その他利用者の行動を制限する行為を行うこと

があり ます。その場合には、その様態及び時間、その際の利用者の心身の状況、緊急時やむを得なかった

食　　事

種　　　類 内　　　　　容

排　　泄

入　　浴

寝た きり 防止のた め、できる限り 離床に配慮し ます。また 生活リズ ム を考 え、

利用者の食事は 、栄養面、利用者の身 体状 況、 病状 、嗜 好な ど を考慮 し 、

適切な栄養量及び内容の食事を提供します。また自立支援に配慮し 、できるだけ

身体状況に応じ て リフ ト浴や寝た ままで入浴できる機械浴の設備も整備して

利用者の病状や心身の状態に応じ 、適切な 方法により 排泄の自立について

離床・着替え

整　容　等



 

 

 

 

 

 

　「褥瘡予防対策管理規程」を定め、健全な全身状態の維持を行います。

　ため、理学療法や作業療法など必要なリハビリテーションを計画的に行います。

　主治医あるいは協力医療機関に責任をもって引き継ぎます。

　援助を行います。

　　なお相談については支援相談員が担当窓口となります。

　　（支援相談員）

　とするるために、様々なレクリエーションを企画実施いたします。

　　〈趣味活動〉　　書道、手工芸、カラオケほか

　　〈年間行事〉    夏祭り、敬老会、誕生会、クリスマス会ほか

　家族の希望により施設が代行いたします。

（２）介護保険給付外サービス

　いただけます。

　取り次ぎを行います。

（衛生管理等）

　措置を講じ、医薬品及び医療用具の管理についても適正に行います。

の衛生的な管理を行います。

３　栄養士、厨房職員は毎月健康検査を行い、定期的に鼠族等の駆除を行います。

４　施設内の感染対策については、「感染防止対策管理規程」を定め、適切な措置を講じます。

５　感染症の予防及びまん延の防止のための指針を作成します。

６　感染症の予防及びまん延の防止のための研修および訓練を実施します。

（非常災害対策）

第１３条　施設では、防火管理その他の災害防止について、消防計画等により万全を期すようにします。

　また、年に２回以上、消防訓練を実施します。

（外出）

第１４条　外出を希望するときは、原則として１週間前までに施設長に届出していただきます。

（利用料）

第１５条　利用者にご負担していただく利用料は、別添料金表のとおりです。

 前月料金の請求書を毎月１５日まで発行し、所定の方法により交付します。

 利用者及び身元引受人は連携して、その月の月末まで納入されるようお願いします。

　　　　　　食費食費　　　　　　　　　　　円（１日単位）　　　居住費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円（１日単位）

（利用者の守るべき規律）

第１６条　施設における利用者の守るべき規律は、次のとおりです。

　（１）　施設が定めた日課表に従って療養すること

　（２）　けんか、口論、暴力などの争いごとはしないこと

　（３）　喫煙は行わないこと。（施設内全面禁煙）

　（４）　発火のおそれのあるものは、施設に持ち込まないこと

　（５）　貴重品は、自分の責任で管理すること

社会生活上

の便宜

要介護認定の申請など 、行政機関に手続きが必要な場合には、利用者やその

理　髪

クリーニング

内　　　　　容

理髪店から理容師が出張し 、施設２階の理 容室 にて 理髪 サー ビス をご利用

利用者の衣服な どについて、クリーニングのご希望がある場合には、業者への

２ 食中毒及び伝染病（感染症）の発生を防止すると ともに蔓延することがないよう、水廻り 設備、厨房設備等

施設では必要な 教養娯楽設備を整えるとと もに、利用者の生活を充実した もの

褥瘡が発生し な いよう適切な 介護を行うと と もに、その発生を防止するた め、

第１２条 利用者の使用する施設、食器その他の設備又は 飲用に供する水について、衛生的な 管理と必要な

健康管理

相談援助

褥瘡予防

施設では 、利用者の心身機能の維持回復を図り、日常生活の自立を支援する
リハビリテーション

医師や看護師を中心に利用者の健康管理に努め、緊急等必要な場合には、

利用者やその家族などからの相談には 、誠意を持って応じ、可能な限り必要な

種　　　類



 

 

 

 

 

 

　 　（６）　電気製品を使用するときは、施設の許可を受けること

　（７）　風紀、秩序を乱す行為をしないこと

　（８）　その他、施設職員の指導に従うこと

（通常の送迎実施地域）

　１，０００円＋消費税を自費にてお支払いいただきます。

（記録）

　は保管します。

　応じます。

（秘密の保持及び個人情報の保護）

　等の秘密を漏らしません。また、退職後においても同様とします。

外部への情報提供については、必要に応じて利用者またはその代理人の了承を得ることとします。

情報提供を行うこととします。

　①　サービス提供困難時の事業者間の連絡、紹介等

　②　居宅介護支援事業所等との連携

　③　利用者が偽りその他不正な行為によって保険給付を受けている場合等の市町村への通知

　④　利用者に病状の急変が生じた場合等の主治の医師への連絡等

　⑤　生命・身体の保護のため必要な場合（災害時において安否確認情報を行政に提供する場合等）

３　前２項に掲げる事項は、利用終了後も同様の取り扱いとします。

４　個人情報の目的は、別紙３のとおりとします。

（苦情処理及び要望）

第２０条　利用者、身元引受人又は利用者の親族からの苦情等を受け付けるための窓口は、支援相談員です。

また、国保連合会及び仙台市介護事業支援課へ直接相談や苦情の申し出ができます。

・苦情担当責任者は渡辺忠行Tel（０２２）２８９－６３６３

・国保連合会Ｔｅｌ（０２２）２２２－７７００

・仙台市介護事業支援課居宅サービス指導係Ｔｅｌ（０２２）２１４－８１９２

　こともできます。

３　施設は、苦情等を受け付けた場合には、苦情等の内容等を記録しておきます。

　必要な改善を行い、その内容を報告するものとします。

（関係機関及び地域との連携）

　にし、地域との交流に努めます。

　（賠償責任）　

　その損害を賠償します。

　対して、その損害を賠償するものとします。

第２１条 施設の運営にあたっては 、関係市町村、関係医療機関、近隣の介護老人保健施設等との連携を密

第２２条 施設では 、その責により利用者に対するサービスの提供により 賠償すべき事故が発生した 場合は、

ます。その他、1階ホールに備えつけられた「 ご意見箱」をご利用いただき、管理者に直接お申し出いた だく

第１８条 利用者の短期入所療養介護サービスの提供 に関 する 記録 は 、 その 記録 を利 用終 了後 、５ 年間

第１９条 施設と その従業員は 、正当な 理由な く、業務上知り 得た 利用者、支援事業利用者又は その家族

４ 施設は 、提 供し た 短 期入 所療 養介 護サ ービ スに 関す る利 用者 から の苦 情に 関し て 国 保連 合会 及び

又 は 利 用 者 の 親 族 に 対 し て は 、 利 用 者 の 承 諾 そ の 他 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 に 限 り 、 こ れ に

２ 利用者が前項の記録の閲覧、謄写を求めた 場合には 、原則と し て 、これに応じます。但し 、身元引受人

利用者の責に帰すべき事由によって、施設が損害を被った場合、利用者及び身元引受人は連帯し て施設に

市 町 村 が 行 う 調査 に協 力す ると と も に、 国保 連合 会及 び市 町村 から 指導 又は 助言 を受 け た 場合 は 、

２ 利用者の個人情報保護は、個人情報保護法に基づく厚生労働省のガイ ドラインに則り、施設が得た利用者

の個人情報について は 、施設での介護サービスの提供にかかる以外の利用は原則的に行わな いものと し、

但し、例外として次の各号については、法令上、介護関係事業者が行うべき義務として明記されていることから、

２ 苦情等があった場合には、迅速かつ適切に対応し ます。支援相談員が不在の場合には 、基本的な事項に

ついて は 他の誰でも対応いた し ます。また 、受け 付け た 相談や苦情について は、必ず担当者に引き継ぎ

第１７条　通常の実施地域は、仙台市若林区とします。送迎地域を越える場合は、交通費相当額として、



（緊急時/事故発生時の対応）

　施設は原則として身元引受人に連絡を行い、状況の説明を行います。

　　施設での対応が困難であると判断した場合には、他の専門的機関に診療等を依頼することがあります。

　　身元引受人に連絡がとれない場合には、施設の判断により他機関へ対応を委ねる場合があります。

　します。

３　前項の体制の確立のため、「介護・医療安全管理規程」を定め、安全管理の強化充実を図ります。

（協力医療機関及び協力歯科医療機関）

第２４条　施設では利用者の急変等に対応するため、協力医療機関及び協力歯科医療機関を定めています。

　　協力医療機関　　　：仙台医療センター、仙台市立病院、東北公済病院

　　協力歯科医療機関：はぎわら歯科医院

第２５条　事業継続計画の策定等について

   　（1） 感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する介護保健施設サービスの提供を継続的に

  　       実施するための、及び非常時の体制で早期の事業再開を図るための計画（業務継続計画）を策定し、

        　 当該業務継続計画に従って必要な措置を講じます。

   　 (2) 従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施します。

   　 (3) 定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。

第２６条　高齢者虐待防止について

      　  当施設は、利用者の人権擁護・虐待の防止等のために次に掲げるとおり必要な措置を講じます。

   　 (1) 虐待防止に関する責任者を選定しています。

   　 (2) 成年後見制度の利用を支援します。

  　  (3) 従業者が支援にあたっての悩みや苦悩を相談できる体制を整えるほか、従業者が利用者等の権利擁護に

     　   取り組める環境の整備に努めます。

 　   (4) 虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果について従業者に周知徹底を

        　 図っています。

  　  (5) 虐待防止のための指針の整備をしています。

  　  (6) 従業者に対して、虐待を防止するための定期的な研修を実施しています。

   　 (7) サービス提供中に、当該施設従業者又は擁護者（現に擁護している家族・親戚・同居人等）による

     　   虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報します。

第２７条　サービスの第三者評価の実施状況について

　　　　第三者評価の実施状況　　　　　無し

 虐待防止に関する責任者

経緯やその原因を検証し 、再発防止策の検討及びその防止策について従業員への周知徹底を図ることと

２ 事故発生時には 、関係市町村へ報告するとと もに、事故内容についての記録を行い、事故発生に至った

第２３条 利用者が短期入所療養介護サービス利用中に、事故あるいは 心身の状態が急変した 場合等には、

施設長・黒澤大陸

 



 

 

 

　施設サービスの提供にあたり、利用者に重要事項をこの説明書に基づき説明しました。

　　　　　　令和　　　　　年　　　　　月　　　　　日　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老人保健施設はくれい

　　　（説明者）　　　　職　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　私は、施設サービスの利用に関し、この説明書に基づき説明を受け、同意しました。

　　　　　　令和　　　　　年　　　　　月　　　　　日　　　

　　　（利用者）　　　　住　　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

（署名代行者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

指定事業所番号：０４５５３８００１４

特定医療法人白嶺会　老人保健施設はくれい　施設長　黒澤　大陸

〒984-0835　仙台市若林区今泉字鹿子穴６２番地

Tel（０２２）２８９－６３６３　　　Ｆａｘ（０２２）２８９－６２８８



（別紙３） 

ご利用者様の個人情報の保護についてのお知らせ 

 

 当施設では、ご利用者様に安心して介護サービスを受けていただくため

に、ご利用者様の立場に立った介護サービスをご提供するとともに、ご利

用者様の個人情報の取り扱いにも、万全の体制で取り組んでいます。 

 

個人情報の利用目的について 

 当施設では、ご利用者様の個人情報を別記の目的で利用させていただく

ことがございます。これら以外の目的で利用させていただく必要が生じた

場合には、改めてご利用者様から同意をいただくことにしております。 

 

個人情報の確認・訂正・利用停止について 

 当施設では、ご利用者様の個人情報の確認・訂正・利用停止につきまし

ても「個人情報の保護に関する法律」の規定にしたがって進めております。 

 

 手続きの詳細のほか、ご不明な点につきましては、窓口までお気軽にお

たずねください。 

 

                老人保健施設はくれい 施設長 

 

 



別 記 

当施設におけるご利用者様の個人情報の利用目的 

 

１．施設内での利用 

①介護サービスのご利用者等に提供する介護サービス 

②介護保険事務 

③介護サービスのご利用者に係る管理運営業務のうち、 

 －入退所等の管理 

 －会計・経理 

 －事故等の報告 

 －当該ご利用者の介護サービスの向上 

 

２．他の事業者等への情報提供としての利用 

① ご利用者等に提供する介護サービスのうち、 

－居宅サービスを提供する他の居宅サービス事業者や居宅介護
支援事業所等との連携（サービス担当者会議等） 

－他の機関等からの照会への回答 

－その他の業務委託 

－家族等への心身の状況説明 

② 介護保険事務のうち、 

－審査支払機関へのレセプトの提出 

－審査支払機関または保険者からの照会への回答 

③ ご利用者等への医療保険事務に関する利用 

④ 損害賠償保険などに係る保険会社等への相談または届出等 

 

３．その他の利用 

① 介護サービスや業務の維持・改善のための基礎資料 

② 当該施設等において行われる学生の実習への協力 

③ 外部監査機関への情報提供 

④ 施設内、ホームページ、広報誌等への名前・写真・作品などの  
掲示、掲載や面会者への対応 

 

＊上記のうち、他のサービス事業所等への情報提供について同意しがたい
事項がある場合には、その旨を担当窓口までお申し出ください。 

＊お申し出がないものについては、同意していただけたものとして取り 
扱わせていただきます。 

＊これらのお申し出は、後からいつでも撤回、変更等することができます。 
 

 

 



別表２の１ 

老人保健施設はくれい料金表（１）                            R6.6.1～ 

区    分 単位 入所者 短期入所者 通所者 

基本料 １ サービス費の負担額 １日 所定のサービス費の１割、２割または３割相当額 

利用料 

２ 食費（おやつ代含む） １日 １，６００円 １， ６００円 

（朝 430 円,昼 640 円,夕 530円） 

６４０円 

３ 居住費（滞在費） 
従来型個室 １日 ２，０００円 － 

多 床 室 １日 ４６０円 － 

４ 日用品費  実 費 

５ 教養娯楽費  実 費 

６ 尿取りパット １枚 － 50円または 100円 

７ おむつ代（紙） １枚 － １５０円 

８ 特別な室料（個室の追加費用） １日 １，０００円 ＋ 消費税 － 

９ 電気設備使用料 １日    ５０円 ＋ 消費税 － 

10 携帯電話使用料 

   （入退所月） 

１月 

１日 

１，５００円 ＋ 消費税 

   ５０円 ＋ 消費税 

－ 

－ 

11 予防接種料 １回 実 費 － － 

12 家族食費 １食 朝 430円、昼 590円、夕 530円 － 

その他 

13 入所証明書代 １通 １，０００円 ＋ 消費税 － 

14 診断書代 1通   ５，０００円～１５，０００  

        ＋ 消費税 

－ 

 

○ 食費・居住費について負担限度額認定を受けている場合には、認定証に記載されている 

食費・居住費の負担限度額が１日にお支払いいただく食費・居住費の上限となります。 

また、食費・居住費において、国が定める負担限度額段階（第１段階から第３段階まで） 

の利用者の自己負担額については、《別添資料１》をご覧ください。 

○ 入所者が選定する特別な室料は、個室のご利用を希望される場合にお支払いいただきます。

個室占有面積は、約１８㎡あり、洗面設備、トイレが備わってあります。なお、個室を    ご

利用の場合、外泊時にも室料をいただくことになります。 

○ 個人購読の新聞、雑誌代、電話料、私物洗濯代（6,600円～）、理髪料（2,500円）等は 

個人負担となります。 

○ 入所者の方が、外泊時におむつが必要な場合は、上記通所者の料金表に従ってお支払い い

ただきます。 

○ 日用品費は、利用者の希望により施設が提供する個人用の日用品等の料金です。 



○ 教養娯楽費は、利用者の希望により行う、趣味活動や行事における材料費等の料金です。 

○ 予防接種料は、国の基準額をもとに、個人負担となります。 

○ 介護保険制度には、高額介護サービス費などの制度がありますので、お気軽にご相談  

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表２の２ 

老人保健施設はくれい 料金表（２） 

 

１．短期入所療養介護基本料金                               Ｒ6.6.1～ 

  要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

基本サービス費Ⅰ(ⅰ)基本型  （１日） 7,733円 8,226円 8,873円 9,427円 9,972円 

１割自己負担額  （１日） 774円 823円 888円 943円 998円 

１割日額自己負担額 （１日） 4,374円 4,423円 4,488円 4,543円 4,598円 

２割自己負担額 （１日） 1,547円 1,646円 1,775円 1,886円 1,995円 

２割日額自己負担額 （１日） 5,147円 5,246円 5,375円 5,486円 5,595円 

３割自己負担額 （１日） 2,320円 2,468円 2,662円 2,829円 2,992円 

３割日額自己負担額 （１日） 5,920円 6,068円 6,262円 6,429円 6,592円 

基本サービス費Ⅰ(ⅲ)基本型 （１日） 8,524円 9,037円 9,694円 10,239円 10,804円 

１割自己負担額  （１日） 853円 904円 970円 1,024円 1,081円 

１割日額自己負担額  （１日） 2,913円 2,964円 3,030円 3,084円 3,141円 

２割自己負担額 （１日） 1,705円 1,808円 1,939円 2,048円 2,161円 

２割日額自己負担額 （１日） 3,765円 3,868円 3,999円 4,108円 4,221円 

３割自己負担額 （１日） 2,558円 2,712円 2,909円 3,072円 3,242円 

３割日額自己負担額 （１日） 4,618円 4,772円 4,969円 5,132円 5,302円 

基本サービス費Ⅳ(ⅰ)その他 （１日） 7,579円 8,051円 8,708円 9,253円 9,787円 

１割自己負担額  （１日） 758円 806円 871円 926円 979円 

１割日額自己負担額  （１日） 4,358円 4,406円 4,471円 4,526円 4,579円 

２割自己負担額 （１日） 1,516円 1,611円 1,742円 1,851円 1,958円 

２割日額自己負担額 （１日） 5,116円 5,211円 5,342円 5,451円 5,558円 

３割自己負担額 （１日） 2,274円 2,416円 2,613円 2,776円 2,937円 

３割日額自己負担額 （１日） 5,874円 6,016円 6,213円 6,376円 6,537円 

基本サービス費Ⅳ(ⅱ)その他 （１日） 8,349円 8,863円 9,499円 10,033円 10,588円 

１割自己負担額  （１日） 835円 887円 950円 1,004円 1,059円 

１割日額自己負担額  （１日） 2,895円 2,947円 3,010円 3,064円 3,119円 

２割自己負担額 （１日） 1,670円 1,773円 1,900円 2,007円 2,118円 

２割日額自己負担額 （１日） 3,730円 3,833円 3,960円 4,067円 4,178円 

３割自己負担額 （１日） 2,505円 2,659円 2,850円 3,010円 3,177円 

３割日額自己負担額 （１日） 4,565円 4,719円 4,910円 5,070円 5,237円 

※サービス費Ⅰ(ⅰ)とⅣ(ⅰ)が個室、サービス費Ⅰ(ⅲ)とⅣ(ⅱ)が多床室、日額は自己負担額＋食費＋居住費（特別な室料を含まず） 

 

２．短期入所療養介護加算料金等 

 加算サービス費 １割自己負担 ２割自己負担 ３割自己負担 

総合医学管理加算          （1 日） 2,824円 283円 565円 848円 

夜勤職員配置加算          （1 日）   246円  25円 50円 74円 

個別リハビリ実施加算(※2)     （1 日） 2,464円 247円 493円 740円 

口腔連携強化加算         （1 日） 513円 52円 103円 154円 

緊急短期入所受入加算        （1 日） 924円 93円 185円 278円 

重度療養管理加算(※2)        （1 日） 1,232円 124円 247円 370円 

在宅復帰・在宅療養支援機能加算（Ⅰ）(※2)（１日） 523円 53円 105円 157円 



送迎加算              （片道） 1,889円 189円  378円  567円 

療養食加算             （１食）   82円  9円 17円 25円 

緊急時治療管理           （１日） 5,319円 532円 1,064円 1,596円 

サービス提供体制強化加算（Ⅰ）  （１日）   225円  23円 45円 68円 

介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）    （１月） 所定サービス費の 75／1000加算 

※基本サービス費Ⅳ（その他）を適用する場合は（※２）を算定しません。 

※通常の送迎地域（若林区域）を越える場合は、交通費相当額として、 

1,000 円+消費税をお支払いいただきます。 

                                  

【日用品関係】 

品   名 単  位 単  価 月  額 

洗顔用タオル 枚 20円 1,200円 

おむつ使用者清拭おしぼり 枚 15円    2,700円 

食事時おしぼり 枚 15円    1,350円 

食事用エプロン 枚 20円    2,400円 

※おむつ使用者用清拭おしぼりの月額は、１日６枚使用した場合の金額です。 

【教養娯楽関係】 

趣味活動名 月間実施回数 単  価 月  額 

カレンダー制作 １～5     100円     100円 

書道 ２     150円     300円 

園芸 / 生花 １     500円     500円 

絵画 / ぬり絵 / スタンプ画 ２     200円     400円 

手工芸 / 料理教室 / 民謡教室 ４     200円     800円 

貼り絵 / 折り紙 ２     200円     400円 

ビデオ鑑賞 １     100円     100円 

歌 / カラオケ ４      50円     200円 

外出レク 随時 100円／回 － 

調理レク 随時 実費 － 

※実施回数は、行事等の関係で変更となる場合があります。 

 


